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1．緒言

　摩擦圧接法は ，麿擦熱 を発生 させ る 摩擦過程 と，得 られ る継手の 接合を確実な もの にす

る ア プセ ッ ト過程の 2 つ の 過稈か ら構成 され る ．通常 ， 摩擦過程 よ りも継手強度に 大 きな

影響 を及ぼ す ア プセ ッ ト過程が 重要視 され が らで ある もの の
， 接合メ カ ニ ズ ム を把握する

ヒで は
， その 前段階で ある摩 擦過程中の 接 合現 象の 解 明が重要 で あ る と考 え られ る．また ，

摩擦 過程 中の 摩擦 トル クは ，接 合現象 を明 らか に す る一トで重 要 なパ ラ メ
ータの 1 つ と考 え

られ る ，そ こ で 本研究は，摩擦過程中の 摩擦 トル ク と接合現象に つ い て検討 を行 っ た．

2。供試材料お よび 実験方法

　供試材 と し て riゴ販の Sl5CK 機械構造用炭素鋼 の 丸棒 を用 い
， 旋盤に よ り接合面直径を

12mm に加工 して実験 に供 した ．実験 に は旋盤 を改良 した ブ レ
ー

キ 式摩擦匡接機 を用 い
，

回転数 お よ び摩擦 圧力 を変 化させ て 接 合 を行 っ た ， また ，摩擦過程 中の 摩擦 トル ク を圧接

機に取 り付 け た トル ク測定装置 に よ り測定 した ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ro 舳 ting　side
さら に ，試験 1−iの 状 態観察 に は デ イ ジ タ ル ビデ

オカ メ ラ を用 い た．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3。実験結果お よび考察

3．1 試験片の 状態変化，摩擦 トル クの 過渡変化
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一

例 と して
， 摩擦圧 力 7．5MPa

， 回転数 275s
［

（1650rpm）で 圧 接 した場 合 の 摩 擦過 程 中 の 試験

1†の 状 態変化を Fig．1 に，摩擦 トル ク 曲線を Fig．2

に示す．なお 1Fig ．1 の 写真  一一  は 1；ig．2 の  
・一一  に対応 して い る，  は接触 した瞬間で あ り，

  〜  に か け て
， 両試験 片が 擦れ る た め に写真

  よ りわ か る よ うに圧 接面 か らは摩擦 に よ る 削

り屑が 排出 して お り，
こ の 間 で は 摩擦 トル ク は

ほ ぼ 淀 を示 した．写真   で は 圧接 面 に 近 い 外

表面の 色 が摩擦 熱 に よ り若干 黄色 く rl写真 で は黒

色 〕変化 し，圧 接面 中央 部が赤 くq
⊥
［色 ）発 光 しは

じめ る の が認 め られ た， また，摩擦 トル ク は  

か ら急激 に上 昇，  の 初期 トル ク に 達 し，写真

  ・に 小 す よ うに圧 接 而全体 が 赤 く伯 色 ）変 化 し

た．実験 で は   の 状態 に到 達 した後，プ レ
ー．

キ

を駆 けて 接 合 を完 了 した．こ の よ うな
一

連 の 現
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象は
， 字験 を行 っ たす べ て の圧接条件 にお

い て も同様な傾向で ある もの の
， 圧接条件

の 違い に よ り  〜  の 状 態が短 くな る こ と

カご認、め ら才
「
し，初期 トル ク到達 時間　に も景彡

響を及ぼ して い る もの と考 え られ る ．

3．2 継手境界部断面の マ クロ観察

40

　初期 トル ク到達 時 間
II

が異 なる もの の ，

Fig．1 で は圧 接π1中央部か ら発光が 認 め ら

れ
， ［E接 条件 に関わ らず継手の 接合現象は

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o
ほ ぼ 同様で ある と推測 され る．こ の 閾の 現　 　　 　0　 　 ，　 　 10　　 15　　 2 

象 を よ り詳細 に調べ る た め
， 摩擦圧 力 を　　　　　　　

F 「ictientime
，
s

20MPa
， 回転 数を 25sl（1500rpm〕i と 固定 し，　F且9・2　Measured 　frictio圃 orq 皿 e　curve 　during

摩擦過程 中の 各1封察時間 に お け る継手境 界　　　 f「icti  n　we 丑di血9　P「ocess ・

部断面の マ ク ロ 覡察 を行 っ た．その 結果 を　　　　　　　　 Weldi　finterface

Ffig．3 に 示 す．手触 開始後 ， 摩 擦 時 間 O．1s
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＝ u ＝ 』 で見 られる よ うに， お 互 い が
擦れ合ったたFr

ti   n め に圧 接 面 は若 干凹 凸 に 変 形

て いる．ま た ， 摩 擦熱の影 響により ，

触開始直後 か ら圧 接画の 中央付近 の組

が 若干変化し て おり（写真では
自色），0 ．7 − 一 　

D9s と 摩擦 時 間 が 堀 加するのに とも

っ て熱 影響部 が外周 。K へ と 拡大 し， 匡

面 中央 部か接 合さ れて い る のが認 め ら れ

． そ の 後，L2s で 見 ら れ るように 熱

響 部お よ び接 合さ れ た領 域 が 圧佞 面 全

に椎 移し てお り ，バ リの排出 を生じた ．こ

らはFig ． 1 の試 験片 の 外観 観 察

見 ら れ
た 発光し始 めた 位置に致し てお り， 接

は 圧接而 「1 ・ 1

部から生

るも のと推測 される ． 4 ．結言

@ 摩擦 圧接継手の接合 メカニズ ムを 解 明す

た めに ，S15CK 摩擦 圧接における 財 察

程中の   擦トル ク なら び に接 合現 象に

い て検 討を行っ た ．そ の 結果 ， 接 合 は圧

面 の中央

から始ま る こと が 明 らか にな った ． 5．参考

献 1 ） 木村 ， 瀬 尾， 野方 ， 日下 ，冨士

S15CK 　庄擦圧援に おけ る庫擦トルクと圧

面の 　温度，溶接学会全国大

講演概
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